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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

利
用
入
学
試
験
の
検
定
料
を

免
除
し
た
▽
本
学
独
自
入
試

で
新
方
式
の
Ｓ
Ａ
日
程
を
導

入
し
た
▽
地
方
会
場
の
受
験

日
を
Ａ
日
程
入
試
で
１
日
増

や
し
た
｜
｜
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
共
通
テ
ス
ト
で
は
昨
年
同

様
、
受
験
生
の
出
費
を
抑
え

る
と
同
時
に
、
自
身
の
居
住

地
域
で
受
験
で
き
、
移
動
に

伴
う
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
せ

て
、
心
強
い
支
援
に
な
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
結
果
、
22
年
度
の
一

般
選
抜
志
願
者
数
は
、
最
多

を
記
録
し
た
昨
年
を
さ
ら
に

上
回
り
、
13
万
９
０
７
４
人

（
昨
年
度
比
３
万
３
６
７
人

増
）
と
な
っ
た
。
昨
年
度
の

志
願
者
数
・
私
大
ト
ッ
プ
10

を
見
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
か
ら
、
大
手
私
立
大
は
軒

並
み
志
願
者
減
と
な
り
、
10

万
人
を
超
え
る
志
願
者
数
を

記
録
し
た
の
は
１
位
の
近
畿

大
と
本
学
の
み
。

　
今
年
度
一
般
選
抜
志
願
者

ラ
ン
キ
ン
グ
・
代
々
木
ゼ
ミ

集
計
（
３
月
12
日
時
点
）
で

は
、
昨
年
比
１
２
８
％
と
記

録
を
伸
ば
し
近
畿
大
に
次
ぐ

２
位
。
推
薦
、
一
般
と
合
わ

せ
た
総
志
願
者
数
は
14
万
５

２
８
人
と
な
っ
た
。

　
入
試
は
１
月
15
、
16
日
に

22
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
、
２
月
１
〜
４
日
の
日
程

で
Ａ
日
程
、
Ｓ
Ａ
日
程
入
学

試
験
と
続
き
、
Ｂ
日
程
入
試

が
２
月
17
、
18
日
、
ま
た
大

学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

（
中
期

本
学
試
験
な
し
）

が
行
わ
れ
た
。

　
Ｂ
日
程
入
試
で
は
17
の
学

外
試
験
場
（
17
日
の
み
）
と

合
わ
せ
て
実
施
。
開
始
前
日

の
２
月
16
日
夜
、
日
本
海
沿

岸
を
覆
っ
た
低
気
圧
の
影
響

で
、
北
海
道
か
ら
九
州
に
か

け
て
広
い
範
囲
で
警
報
級
の

大
雪
が
心
配
さ
れ
た
が
、
全

国
17
会
場
、
津
田
沼
会
場
と

も
に
日
程
通
り
、
試
験
は
終

了
し
た
。

　
Ｂ
日
程
の
志
願
者
数
は
１

万
８
４
１
３
人
。
共
通
テ
ス

ト
利
用
入
試
（
中
期
）
で
は

７
７
７
６
人
と
い
う
結
果
だ

っ
た
。

　
３
月
３
日
に
は
、
Ｃ
日
程

入
試
が
、
本
学
会
場
に
加

え
、
サ
テ
ラ
イ
ト
４
会
場

（
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、

福
岡
）
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、

大
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試

（
後
期

本
学
試
験
な
し
）

が
実
施
さ
れ
、
22
年
度
入
試

が
全
て
終
了
し
た
。
Ｃ
日
程

入
試
に
は
５
３
２
０
人
、
共

通
テ
ス
ト
利
用
入
試
（
後

期
）
に
は
２
０
６
６
人
が
志

願
し
た
。

対
策
を
実
施
し
、
志
願
者
数

過
去
最
多
を
記
録
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

中
で
、
私
大
の
受
験
事
情
は

様
変
わ
り
。
多
く
の
大
学
で

リ
モ
ー
ト
授
業
を
導
入
し
、

地
方
か
ら
都
市
部
の
大
学
に

進
ん
で
も
、
思
う
よ
う
に
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
授
業
を
受
け

ら
れ
な
い
状
況
が
続
い
た
。

こ
の
た
め
受
験
生
た
ち
は
無

理
し
て
親
元
か

ら
離
れ
る
必
要

は
な
い
と
考
え
る
傾
向
が
強

ま
っ
た
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
中
、
一

般
選
抜
実
施
会
場
に
対
す
る

不
安
か
ら
、
受
験
生
は
年
内

の
総
合
型
選
抜
、
学
校
推
薦

型
選
抜
で
合
格
を
決
め
た
が

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　
こ
ん
な
状
況
下
、
本
学
志

願
者
が
増
加
し
た
要
因
に

は
、
今
年
度
も
共
通
テ
ス
ト

ニュースガイド

２面　ワクチン３回目接種を開始／

ツタンカーメン鉄剣はミタン

ニ国から／ロボットフォーラ

ムに古田所長、宇井さん／ア

スタリスクが宇宙塵初観測に

成功

３面　村雲さん２つの学会で受賞／

渡邉さん優秀講演賞／堤野さ

ん優秀発表賞／星原さん発表

賞／森研３人が学生奨励賞／

小浦教授に功績賞

４面　応用化学６人受賞／電気学会

２人受賞／第２、第３回公開

講座開く

５面　定年退職の皆さん／出版案内

６面　アルツハイマー病抑制で南澤

チーム発表／カオス共鳴で電

力削減／脳波で加齢効果推定

／高校教諭セミナー開催／新

任紹介

 令和４年度の入学式は、４月５日（火）午前

10時30分から、幕張メッセ・イベントホール
で、コロナ禍のためご家族は遠慮いただき、
新入生のみが参加して挙行されます。
　午前９時30分に開場、新入生は開式10分前
までに入場してください。式典はライブ配信
を予定しています。

令和４年度　入学式

ＺＯＺＯマリン
スタジアム

一般選抜入試・志願者数の多い大学10校

大学
今年度 昨年度

増減数
募集人数 志願者数 募集人数 志願者数

1 近畿 5,075 157,466 4,951 135,979 21,487

2 千葉工大 1,396 139,074 1,379 108,707 30,367

3 法政 4,224 108,280 4,224 90,948 17,332

4 明治 5,358 102,426 5,360 99,470 2,956

5 東洋 5,500 98,261 5,634 89,808 8,453

6 早稲田 5,045 93,843 5,155 91,659 2,184

7 日本 7,688 93,770 7,709 97,948 ▲ 4,178

8 立命館 4,797 88,335 4,797 83,512 4,823

9 関西 3,724 79,396 3,724 79,511 ▲ 115

10 中央 4,269 63,355 4,280 77,357 ▲ 14,002

代々木ゼミナール調べ（３／12更新）

Ｂ日程の試験会場に入る受験生たち

２年連続全国１位
本学志願者

増加数

　
３
月
３
日
の
Ｃ
日
程
入
学
試
験
を
終
え
、
２
０
２
２
年
度
の
入
学
試
験
が
全
て
終
了
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度

に
続
き
、
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
試
の
検
定
料
を
免
除
し
た
ほ
か
、
新
方
式
の
入
学
試
験
を
実
施
し
、
志
願
者
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
７
年
連
続
ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
、
全
国
２
位
の
座
を
キ
ー
プ
（
下
の
表
参
照

３
月
12
日
・

代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
調
べ
）。
志
願
者
増
加
数
で
は
昨
年
同
様
、
全
国
１
位
と
な
り
、
大
躍
進
を
果
た
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
下
の

　

適
切
対
策
が
効
果

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
「
元
年
」
と
な
っ
た
21
年

度
入
試
で
は
、
私
立
大
の
一

般
選
抜
は
志
願
者
数
が
激

減
。
競
合
大
学
が
志
願
者
確

保
に
苦
戦
す
る
中
、
本
学
で

は
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試

験＜

前
期
・
中
期
・
後
期＞

の
検
定
料
を
免
除
す
る
な

ど
、
受
験
生
へ
の
進
学
支
援

▶
　

志
願
者
数
は
全
国
２
位

総
志
願
者
は
14
万
人
超
す

一
般
選
抜
入
学
試
験

試験種 今年度 昨年度 増減

共通テスト利用（前期） 57,117 45,537 11,580

共通テスト利用（中期） 7,776 5,892 1,884

共通テスト利用（後期） 2,066 2,819 -753

Ａ日程入学試験　　　　 34,411 28,829 5,582

ＳＡ日程入学試験（新設） 13,971 - 13,971

Ｂ日程入学試験　　　　 18,413 18,266 147

Ｃ日程入学試験　　　　 5,320 7,364 -2,044

一般選抜計 139,074 108,707 30,367

2022年度志願者数

Ｃ日程入試の津田沼試験場

2022
3.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/
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稚
園
、
小
・
中
・
高
等
学
校

な
ど
の
関
係
者
、
習
志
野
商

工
会
議
所
会
員
ら
を
対
象
と

し
、
計
７
４
７
０
人
に
接
種

す
る
予
定
。

　
３
回
目
接
種
を
終
え
た
学

生
た
ち
は
「
卒
業
前
に
接
種

で
き
て
少
し
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
」「
実
家
に
帰
る
た
め
、

少
し
で
も
安
心
材
料
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
と
、
安
堵

の
表
情
を
浮
か
べ
た
。

　
本
学
の
松
井
孝
典
学
長

（
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー
兼

惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
）
率
い
る
研
究
チ
ー
ム
は

２
月
11
日
、
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
墓

か
ら
発
見
さ
れ
た
鉄
製
の
短

剣
が
隕
石
を
材
料
に
鍛
造
と

い
う
技
術
で
つ
く
ら
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま

た
、
こ
の
短
剣
が
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
北
部
（
現
在
の
ト
ル
コ

と
シ
リ
ア
の
国
境
付
近
）
に

あ
っ
た
ミ
タ
ン
ニ
王
国
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
が
高

い
こ
と
も
発
表
し
た
。

　
本
学
の
研
究
チ
ー
ム
は
エ

ジ
プ
ト
考
古
学
博
物
館
で
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
蛍
光
Ⅹ
線
分
析

装
置
を
使
っ
て
、
非
破
壊
・

非
接
触
で
鉄
剣
の
元
素
分
布

の
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結

果
、
鉄
は
通
常
セ
氏
１
３
０

０
度
程
度
の
高
温
に
し
て
か

ら
加
工
さ
れ
る
が
、
こ
の
短

剣
は
セ
氏
９
５
０
度
以
下
の

低
温
で
金
属
を
た
た
き
な
が

ら
の
ば
し
て
加
工
す
る
鍛
造

と
い
う
手
法
で
製
造
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
。

　
ま
た
、
短
剣
の
黄
金
製
の

つ
か
の
部
分
に
微
量
の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
、
当
時
の
エ
ジ
プ

ト
で
は
使
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
「
し
っ
く
い
」
に
含
ま
れ

て
い
た
成
分
と
判
断
し
た
。

さ
ら
に
、
本
学
研
究
チ
ー
ム

は
「
ミ
タ
ン
ニ
王
国
か
ら
ツ

タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
祖
父
の

ア
メ
ン
ホ
テ
プ
３
世
へ
の
贈

呈
品
の
中
に
鉄
剣
が
含
ま
れ

て
い
る
」
と
の
内
容
が
ア
マ

ル
ナ
レ
タ
ー
と
い
う
古
文
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

着
目
。
こ
の
短
剣
が
ミ
タ
ン

ニ
王
国
か
ら
贈
ら
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
と
の
結
論
に
至
っ

た
。

　
鉄
は
紀
元
前
１
４
０
０
〜

１
２
０
０
年
頃
に
古
代
オ
リ

エ
ン
ト
で
栄
え
た
ヒ
ッ
タ
イ

ト
帝
国
が
そ
の
製
造
技
術
を

独
占
す
る
こ
と
で
軍
事
的
優

勢
を
得
て
い
た
と
さ
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
本
来
、
鉄
の

製
造
技
術
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
エ
ジ
プ
ト
の
ツ
タ
ン
カ

ー
メ
ン
王
（
紀
元
前
１
３
６

１
〜
１
３
５
２
年
）
の
棺
か

ら
鉄
剣
が
発
見
さ
れ
た
こ
と

が
、
歴
史
上
の
謎
と
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
謎
を
解
き
明
か

す
た
め
、
本
学
研
究
チ
ー
ム

は
２
０
２
０
年
２
月
９
日
と

10
日
、
エ
ジ
プ
ト
考
古
学
博

物
館
を
訪
れ
、
現
地
調
査
を

行
っ
た
。

　
短
剣
が
鉄
隕
石
を
材
料
に

つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
、
２
０

１
６
年
に
イ
タ
リ
ア
の
研
究

チ
ー
ム
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ

て
い
た
。

　
松
井
学
長
は
「
当
時
、
ヒ

ッ
タ
イ
ト
と
ミ
タ
ン
ニ
だ
け

が
製
鉄
技
術
を
持
っ
て
い

た
。
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
短

剣
が
エ
ジ
プ
ト
へ
の
贈
り
物

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
こ

と
は
、
鉄
器
の
歴
史
を
知
る

上
で
貴
重
な
成
果
だ
」
と
話

し
て
い
る
。

ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
鉄
剣
で
本
学
チ
ー
ム

「
ミ
タ
ン
ニ
国
の
贈
り
物
」

■　
「
隕
石
を
熱
し
て
鍛
造
」解
明ツタンカーメンの鉄剣のさまざまな

成分を非破壊・非接触で解析した画
像（部分）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
３
回
目
職
域
接
種

が
３
月
７
日
か
ら
始
ま
っ
た

写
真
。
本
学
で
の
第
１

回
（
昨
年
６
月
）、
第
２
回

（
同
７
月
）
接
種
者
を
対
象

に
、

３

月
７
、８
、９
、25
、

26
、
28
、
29
日
の
７
日
間
実

施
さ
れ
る
。

　
前
回
同
様
、
新

習
志
野
キ
ャ
ン
パ

ス
は
体
育
館
、
津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス

は
２
号
館
２
階
会

議
室
に
会
場
を
設

け
、
朝
10
時
か
ら

順
次
接
種
す
る
。

３
月
末
ま
で
に
学

生
・
教
職
員
の
ほ

か
習
志
野
市
立
幼

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

３
回
目
職
域
接
種
を
開
始

　
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
は
２
月
15

日
、
宇
宙
塵
探
査
実
証
衛
星

「ASTERISC

」（
ア
ス
タ
リ

ス
ク
）
に
つ
い
て
、
独
自
に

開
発
し
た
世
界
初
の
膜
状
粒

子
観
測
装
置
（
大
面
積
膜
型

ダ
ス
ト
セ
ン
サ
ー
）
を
宇
宙

空
間
に
開
い
て
、
軌
道
上
の

粒
子
の
観
測
に
初
め
て
成
功

し
た
と
発
表
し
た
。
ま
た
、

東
北
大
や
関
連
メ
ー
カ
ー
と

共
同
で
開
発
し
た
国
産
キ
ュ

ー
ブ
サ
ッ
ト
バ
ス
シ
ス
テ
ム

（
電
源
系
、
通
信
系
、
デ
ー

タ
処
理
制
御
系
、
姿
勢
系
）

に
つ
い
て
も
、
す
べ
て
の
技

術
実
証
に
成
功
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
超
小
型
衛
星

２
号
機
「ASTERISC

」
は
、

大
面
積
膜
型
ダ
ス
ト
セ
ン
サ

ー
を
使
っ
て
、
軌
道
上
の
天

然
の
宇
宙
塵
と
、
人
為
的
な

微
小
ス
ペ
ー
ス
デ
ブ
リ
（
宇

宙
ゴ
ミ
）
の
観
測
を
目
的
と

す
る
３
Ｕ
キ
ュ
ー
ブ
サ
ッ
ト

（
30
㌢
×
10
㌢
×
10
㌢
サ
イ

ズ
）。
昨
年
11
月
、
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）
の
革
新
的
衛
星
技
術
実

証
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
号
機
に
搭

載
さ
れ
、
他
の
企
業
や
大
学

の
小
型
衛
星
な
ど
計
８
機
と

と
も
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
地

球
周
回
軌
道
に
投
入
さ
れ

た
。

　
宇
宙
塵
は
生
命
の
起
源
や

惑
星
の
起
源
を
探
る
貴
重
な

試
料
と
さ
れ
る
。
ス
ペ
ー
ス

デ
ブ
リ
に
つ
い
て
は
、
人
類

に
よ
る
宇
宙
利
用
に
よ
っ
て

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
、
宇
宙
環
境
問
題
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
定
量
的
な
観

測
・
評
価
を
行
う
こ
と
に
な

っ
た
。

　
今
回
の
国
の
革
新
的
衛
星

技
術
実
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
たASTERISC

の
実
証

テ
ー
マ
は
こ
の
膜
型
ダ
ス
ト

セ
ン
サ
ー
の
他
に
衛
星
バ
ス

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
石
丸
亮
・
上

席
研
究
員
は
「
大
面
積
膜
型

ダ
ス
ト
セ
ン
サ
ー
、
バ
ス
シ

ス
テ
ム
と
も
に
第
一
段
階
の

正
常
に
機
器
が
動
作
し
観
測

で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
技

術
実
証
は
成
功
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
長
期
に
観
測
す
る
と

い
う
第
２
段
階
に
入
っ
た
」

と
語
っ
て
い
る
。

宇
宙
塵
　初
観
測
に
成
功

■　
「
ア
ス
タ
リ
ス
ク
」　
大
セ
ン
サ
ー
を
展
開

展開した膜型ダストセンサーをオンボードカメラで撮影し
た自撮り画像。センサーが固定されたパドル面には千葉工
業大学の校章とPERCのロゴが印字されている

　
本
学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ

ｏ
）
の
古
田
貴
之
所
長
ら
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
出
席
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
最
先
端
ロ

ボ
ッ
ト
が
開
く
リ
ア
ル
Ｓ
Ｆ

の
世
界
」
が
２
月
23
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
一
般
か
ら

応
募
が
あ
っ
た
１
２
０
０
人

が
視
聴
。
基
調
講
演
を
行
な

っ
た
古
田
所
長
は
「
我
々
が

や
っ
て
い
る
こ
と
は
い
か
に

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
未
来
を
つ

く
る
か
」
と
前
置
き
し
た
上

で
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち

と
や
り
た
い
と
い
う
原
動
力

が
あ
れ
ば
大
き
な
目
標
も
達

成
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は

み
ん
な
で
つ
く
る
『
共
創
』

が
大
事
」
と
の
考
え
を
強
調

し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
朝
日

新
聞
社
と
の
共
催
で
、
同
新

聞
社
が
首
都
圏
な
ど
の
14
大

学
・
法
人
と
連
携
し
て
開
催

し
て
い
る
連
続
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
一
つ
。
本
学
で
は
、
古
田

所
長
の
ほ
か
、
少
年
漫
画
雑

誌
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」

で
「
Dr．

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

（
ド

ク
タ
ー
ス
ト
ー
ン
）」
を
連

載
し
て
い
る
漫
画
家
・
漫
画

原
作
者
の
稲
垣
理
一
郎
さ

ん
、
本
学
の
卒
業
生
で
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
を
し
て
い
る

株
式
会
社
ａ
ｂ
ａ
代
表
取
締

役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
宇
井
吉
美
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

　「
Dr．

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

」
は

連
載
５
年
目
。
原
作
者
の
稲

垣
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
主
人
公

が
科
学
技
術
を
一
つ
一
つ
発

展
さ
せ
て
い
き
、
最
終
目
標

は
「
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
、

月
に
行
く
」。
稲
垣
さ
ん
は

「
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
が
出

て
き
て
活
躍
す
る
の
は
、
見

せ
や
す
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン

メ
ン
ト
の
世
界
だ
が
、
こ
の

漫
画
で
は
み
ん
な
の
力
を
合

わ
せ
て
、
地
道
に
積
み
重
ね

る
作
業
が
本
当
は
か
っ
こ
い

い
と
い
う
こ
と
を
見
せ
た
か

っ
た
」
と
強
調
。「
地
道
な

科
学
研
究
の
積
み
重
ね
で
、

か
っ
こ
い
い
未
来
Ｓ
Ｆ
の
世

界
が
実
現
し
て
い
く
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
」
と
語
っ

た
。

　
宇
井
さ
ん
は
在
学
中
に
起

業
し
て
10
年
。「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
誰
も
が
介
護
し
た
く

な
る
社
会
を
つ
く
る
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
排
泄
臭
を
検
知
し

介
護
職
に
伝
え
る
「
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
」
を
製
作
。
講
演
で

「
マ
イ
ナ
ス
を
ゼ
ロ
に
す
る

の
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス
に
す

る
。
最
高
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
誰
で
も
介
護
で
き
る
仕
組

み
を
作
る
」
と
同
社
の
目
標

を
明
快
に
語
っ
た
。

　
最
後
に
古
田
、
稲
垣
、
宇

井
さ
ん
の
３
人
が
パ
ネ
リ
ス

ト
、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
の

高
山
裕
喜
・
科
学
医
療
部
長

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
稲
垣
さ
ん
の
「
作
品
想

像
力
の
秘
密
に
迫
る
」
を
テ

ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
中
で
、「
ワ
ク
ワ
ク

楽
し
い
か
が
大
事
。
そ
し

て
、
今
な
い
も
の
を
作
る
」

（
古
田
所
長
）、「
嫌
い
な
こ

と
を
頑
張
っ
て
、
好
き
に
な

ろ
う
と
す
る
の
は
難
し
い
。

そ
れ
よ
り
は
好
き
な
こ
と
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
」（
稲
垣
さ
ん
）、「
高
校

２
年
で
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
に
出

会
っ
た
。
お
し
ゃ
れ
な
こ
と

と
か
、
ブ
ラ
ン
ド
で
選
ぶ
の

で
は
な
く
、
何
が
や
り
た
い

か
で
選
ん
で
ほ
し
い
」（
宇

井
さ
ん
）
な
ど
の
意
見
が
噴

出
。「
ワ
ク
ワ
ク
」「
好
き
な

こ
と
」「
や
り
た
い
こ
と
」

と
３
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、

討
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
の
未
来
　
語
る

■

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
古
田
所
長
、宇
井
さ
ん

fuRo製作のCanguRo（カングーロ）を披露

意見を出し合う古田所長（左）と宇井さん
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

構
築
し
よ
う
と
試
み
た
。

　
高
電
圧
を
扱
う
の
で
実
験

室
が
不
可
欠
だ
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
学
内
へ
の
入
構
が
制
限

さ
れ
て
い
る
。
少
な
い
時
間

で
効
率
的
な
研
究
を
、
と
心

掛
け
た
。
発
表

で
は
カ
メ
ラ
や

マ
イ
ク
で
、
対

面
と
遜
色
な
い

や
り
取
り
が
で

き
る
よ
う
準
備

し
た
。

　
星
原
さ
ん
は

「
思
い
が
け
な

い
受
賞
で
、
今
後
へ
の
励
み

に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

脇
本
先
生
と
研
究
室
の
皆

様
、
両
親
に
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
喜
ん
で
い
た
。

究
。
一
定
の
制
御
下
で
逆
方

向
電
圧
を
与
え
る
と
、
安
定

し
た
定
電
圧
が
得
ら
れ
る
ツ

エ
ナ
ダ
イ
オ
ー
ド
素
子
を
用

い
て
、
直
流
の
高
電
圧
を
正

確
に
測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を

現
す
る
研
究
を
進
め
て
い

る
。
日
本
産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
）
で
は
、
一
般
照
明
用
の

蛍
光
ラ
ン
プ
は
、
照
明
光
の

黒
体
軌
跡
か
ら
の
偏
差
ｄ
ｕ

ｖ
が
＋
－
０
・
02
以
内
な
ら

ば
同
一
相
関
色
温
度
と
規

定
。
同
規
格
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
光
源
色
や
照

ら
さ
れ
た
対
象
物
の
色
の
見

え
を
保
証
し
て
は
い
な
い
。

　
村
雲
さ
ん
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の
偏
差
が
空
間
の
明
る
さ

評
価
に
与
え
る
影
響
を
被
験

者
で
実
験
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
で

同
一
相
関
色
温
度
と
見
な
さ

れ
る
偏
差
の
範
囲
内
で
も
、

明
る
さ
評
価
が
異
な
る
場
合

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
だ
っ
た

の
で
、
分
か
り
や
す
い
資

料
作
成
を
心
掛
け
た
と
い

い
、「（
修
士
初
年
で
の
受
賞

で
）
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
望
月
教
授
や
研
究
室

仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。
今
後

も
照
明
分
野
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
精
進
し
ま
す
」

と
語
っ
た
。

　
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

材
な
ど
を
工
場
で
事
前
生
産

し
、
現
場
で
短
期
に
組
み
立

て
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
工
法
。

次
世
代
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
施
工

技
術
研
究
会
の
２
０
２
１
年

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
昨
年
11
月

５
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

さ
れ
、
渡
邉
大
河
さ
ん
（
都

市
環
境
工
学
専
攻
修
士
１

年
、
橋
本
紳
一
郎
研
究
室

写
真
）
の
「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
の
締
固
め

を
必
要
と
す
る
高
流
動
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
適

用
に
関
す
る
基

礎
的
研
究
」
が

優
秀
講
演
賞
を

受
賞
。
12
月
６

日
付
で
賞
状
が

届
い
た
。

　
建
設
現
場
は

人
手
不
足
も
あ

り
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
よ
る
施
工
の
効
率

化
が
望
ま
れ
て
い
る
。
型
枠

で
均
一
に
締
め
固
め
る
高
流

動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
有
効
だ

が
、
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
材
料
の
分
離
抵
抗

性
を
評
価
す
る
手
法
や
配
合

設
計
手
法
は
確
立
さ
れ
て
い

な
い
。

　
渡
邉
さ
ん
は
、
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造

を
模
擬
し
た
材
料
分
離
抵
抗

性
の
評
価
試
験
や
、
さ
ま
ざ

ま
な
品
質
評
価
試
験
の
整
合

性
、
材
料
分
離
し
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
硬
化
特
性
を
評
価

す
る
こ
と
で
、
材
料
分
離
抵

抗
性
を
評
価
す
る
閾
値
を
提

案
し
た
。

　
膨
大
な
実
験
デ
ー
タ
の
整

理
や
分
析
に
苦
戦
。
閾
値
提

案
で
は
、
実
務
適
用
を
見
据

え
た
値
の
設
定
や
そ
の
根
拠

の
説
明
に
力
を
注
い
だ
。

　
渡
邉
さ
ん
は
昨
年
９
月
の

土
木
学
会
で
、
高
流
動
コ
ン

ク
リ
ー
ト
評
価
研
究
を
発
表

し
優
秀
講
演
賞
を
受
賞
。
こ

れ
に
続
く
受
賞
で
、「
施
工

技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
優

秀
講
演
賞
を
受
賞
で
き
、
自

信
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま

す
。
成
長
の
機
会
を
く
だ
さ

る
橋
本
先
生
や
研
究
仲
間
、

家
族
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
語
っ
た
。

プ
レ
キ
ャ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト

評
価
研
究
で
受
賞

■　

橋
本
研
の
渡
邉
さ
ん

　
照
明
学
会
の
２
０
２
１
年

度
（
第
54
回
）
全
国
大
会

で
、
村
雲
貴
之
さ
ん
（
建
築

学
専
攻
修
士
１
年
、
望
月
悦

子
研
究
室

写
真
）
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
発
表
し
た
「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
照
度
及
び
色
偏
差

が
明
る
さ
評
価
に
与
え
る
影

響
」
が
若
手
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
優
秀
賞
に
決
定
。
建

築
学
会
の
２
０
２
１
年
度
東

海
）
学
術
講
演
会
環
境
工
学

委
員
会
で
発
表
し
た
「
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
の
黒
体
軌
跡
か
ら
の

偏
差
が
空
間
の
明
る
さ
知
覚

に
与
え
る
影
響
」
で
も
、
こ

の
ほ
ど
受
賞
者
が
発
表
さ

れ
、
若
手
優
秀
発
表
賞
を
受

賞
し
た
。

　
望
月
研
で
は
、
快
適
な
光

環
境
と
省
エ
ネ
を
併
せ
て
実

照明・建築　両学会で受賞
■　ＬＥＤ照明研究 村雲さん

　
人
工
知
能
や
セ
ン
サ
ー
、

Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術
を
探
る
情
報
処

理
学
会
の
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
・

デ
バ
イ
ス
＆
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

Ｄ
Ｓ
）
研
究
会
は
１
月
20
、

21
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か

れ
、
知
能
メ
デ
ィ
ア
工
学
科

・
森
信
一
郎
教
授
の
研
究
室

の
福
田
脩

し
ゅ
う

希き

さ
ん
、
中
込

瑞み

大お

さ
ん
、
大
石
海か

い

さ
ん

（
３
人
と
も
知
能
メ
デ
ィ
ア

工
学
専
攻
修
士
２
年
）
が
２

０
２
１
年
度
学
生
奨
励
賞
を

受
賞
し
た
。

　
３
人
の
発
表
テ
ー
マ
と
受

賞
の
感
想
は
次
の
通
り
。

●
大
石　

海
さ
ん

　「
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
用
い
た
獣
害

対
策
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

検
討
」

　
獣
害
対
策
は
、
被
害
防
除

で
電
子
罠
が
成
果
を
挙
げ
る

一
方
、
生
息
域
管
理
、
個
体

群
管
理
は
進
展
が
遅
い
。
作

業
範
囲
が
広
い
の
に
高
齢
者

が
作
業
を
担
う
た
め
だ
。

　
そ
こ
で
す
で
に
獣
道
の
広

範
囲
に
設
置
さ
れ
て
い
る
既

存
の
罠
の
活
用
を
提
案
。
セ

ン
サ
ー
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
、
罠
の
制
御

や
監
視
機
能
を
組
み
込
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
。
動
作
を

確
認
し
た
。

　「
研
究
が
評
価
さ
れ
う
れ

し
い
で
す
。
森
教
授
の
指
導

に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
」

●
中
込　

瑞
大
さ
ん

　「
視
覚
障
碍
者
の
自
律

歩
行
支
援
を
目
的
と
し

たV
i
s
u
a
l
-
I
n
e
r
t
i
a
l 

Odometry

（VIO

）
に
よ
る

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

の
検
討
」

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
と
慣
性

セ
ン
サ
ー
を
用
い
た
測
位
技

術
（
Ｖ
Ｉ
Ｏ
）
と
、
慣
性
セ

ン
サ
ー
だ
け
で
測
位
す
る
歩

行
者
自
律
航
法
と
を
組
み
合

わ
せ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
依
存
せ
ず

屋
内
外
で
利
用
で
き
る
測
位

シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
た
。

　「『
実
現
は
難
し
い
』
と
感

じ
て
い
た
け
れ
ど
、
あ
き
ら

め
ず
調
査
・
実
験
を
進
め
る

う
ち
に
『
意
外
と
行
け
る
の

で
は
』
と
、
楽
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
」

●
福
田　

脩
希
さ
ん

　「
画
像
認
識
を
活
用
し
た

都
市
部
の
洞
道
に
お
け
る
位

置
推
定
技
術
に
関
す
る
検

討
」

　
都
市
に
は
洞
道
と
呼
ば
れ

る
地
下
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、

建
物
へ
電
力
や
熱
・
ガ
ス
を

供
給
す
る
役
割
を
持
つ
。
定

期
的
に
点
検
し
て
い
る
が
、

作
業
者
の
位
置
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
。

　
そ
こ
で
福
田
さ
ん
は
、
環

境
変
化
に
強
く
機
器
の
設
置

も
必
要
な
く
、
自
律
航
法
と

Ｖ
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｍ
で
得
ら
れ
た
情

報
を
基
に
位
置
推
定
す
る
手

法
を
提
案
し
た
。

　「
困
難
な
中
で
進
め
た
研

究
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
、

う
れ
し
い
で
す
。
指
導
の
森

先
生
に
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
」

森
研
３
人
が
学
生
奨
励
賞

■　

Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術　

情
報
処
理
学
会

　
日
本
騒
音
制
御
工
学
会
の

２
０
２
１
年
秋
季
研
究
発
表

会
（
昨
年
11
月
20
、
21
日
、

九
州
大
を
拠
点
に
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
）
で
、

堤
野
雅
貴
さ
ん

（
情
報
科
学
専

攻
修
士
２
年
、

矢
野
博
夫
研
究

室

写
真
）
が

「
複
数
マ
イ
ク

ロ
ホ
ン
出
力
の

信
号
処
理
に
よ

る
低
音
圧
レ
ベ
ル
の
測
定
」

を
発
表
し
、
１
月
６
日
付
で

学
生
優
秀
発
表
賞
を
受
賞
し

た
。

　「
音
」を
テ
ー
マ
と
す
る
矢

野
研
究
室
で
、
近
接
配
置
し

た
２
つ
の
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
を

使
い
、
機
器
内
部
で
発
生
す

る
自
己
雑
音
を
低
減
し
非
常

に
低
い
音
圧
を
測
定
す
る
手

法
を
検
討
。
こ
の
手
法
を
応

用
し
、
屋
外
環
境
騒
音
を
測

定
す
る
時
の
風
発
生
雑
音
の

低
減
な
ど
を
実
験
し
た
。

　
望
ん
だ
結
果
を
得
る
た
め

に
、
何
度
も
現
場
に
出
向
い

て
実
験
。
機
材
を
改
造
し
な

が
ら
追
求
し
た
。

　「
研
究
を
通
じ
て
、
計
測

用
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
や
無
響
室

な
ど
の
音
響
実
験
室
に
関
す

る
多
く
の
知
識
を
得
て
、
音

響
分
野
へ
の
興
味
を
一
層
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
い
い
、
指
導
の
矢
野
教
授

に
感
謝
し
て
い
た
。

騒
音
制
御
研
究
に
優
秀
発
表
賞

■　

矢
野
研
の
堤
野
さ
ん

　
電
気
・
情
報
関
係
学
会
の

令
和
３
年
度
北
海
道
支
部
連

合
大
会
（
昨
年
11
月
６
、
７

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）

で
、
星
原
寛
明
さ
ん
（
電
気

電
子
工
学
専
攻
２
年
、
脇
本

隆
之
研
究
室

写
真
右
下
）

が
口
頭
発
表
し
た
「
ツ
エ
ナ

ダ
イ
オ
ー
ド
を
用
い
た
10
ｋ

Ｖ
級
直
流
高
電
圧
基
準
測
定

シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
が
発
表

賞
に
決
ま
り
、
１
月
６
日
付

で
賞
状
が
届
い
た
。

　
国
家
標
準
の
性
能
を
持
つ

高
電
圧
計
測
技
術
の
開
発
な

ど
で
知
ら
れ
る
脇
本
研
で
研

高
電
圧
　計
測
技
術
を
研
究

■　

星
原
さ
ん
発
表
賞

　
電
気
化
学
会
は
第
89
回
大

会
（
３
月
15
〜
17
日
、
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
）
で
、
小
浦
節

子
・
応
用
化
学
科
教
授
（
今

年
度
で
定
年
退
職

写
真
）

に
対
し
長
年
、
学
会
の
発
展

に
尽
く
し
た
と
し
て
功
績
賞

を
贈
っ
た
。

　
受
賞
事
由
を
「
電
気
化
学

分
野
の
研
究
に
従
事
し
、
常

温
溶
融
塩
（
イ
オ
ン
液
体
）

を
用
い
た
金
属
の
電
析
や
燃

料
電
池
・
二
次
電
池
等
の
発

展
に
顕
著
な
功
績
を
収
め

た
。
ま
た
、
電
気
化
学
会
で

男
女
共
同
参
画
委
員
会
委
員

長
、
普
及
委
員
会
委
員
長
、

関
東
支
部
支
部
長
、
理
事
、

監
事
を
務
め
る
な
ど
長
年
、

尽
力
し
た
」
と
説
明
し
て
い

る
。

　
小
浦
教
授
は
「
学
生
時
代

か
ら
今
日
ま
で
電
気
化
学
会

に
所
属
し
、
多
く
の
知
識
と

友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。（
受
賞
は
）
光
栄

で
、
今
後
は
若
手
研
究
者
の

応
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
寄

せ
た
。

小
浦
教
授
に
電
気
化
学
会
功
績
賞
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設
計
」

　
空
気
清
浄
機
に
つ
い
て
、

バ
イ
オ
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
捕
獲

し
光
触
媒
で
不
活
化
す
る
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
、
流
体
解

析
と
実
証
装
置
を
用
い
て
試

み
た
。

　「
学
部
生
で
受
賞
で
き
光

栄
で
す
。
小
浦
教
授
や
産
総

研
の
先
生
の
お
か
げ
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」

用
い
て
実
験
を
行
っ
た
。

　「
積
み
上
げ
て
き
た
デ
ー

タ
が
公
式
の
場
で
評
価
さ
れ

光
栄
で
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」

●

加
藤　

優
志
さ
ん

　「
ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ

ブ
ル
水
を
用
い
た
新
規
サ
ー

フ
ァ
ク
タ
ン
ト
フ
リ
ー
エ
マ

ル
シ
ョ
ン
の
探
究
と
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
」

　
直
径
が
１
㍃
㍍
以
下
の
気

泡

ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ

ブ
ル
（
Ｕ
Ｆ
Ｂ
）

は
、
水

中
に
長
期
間
高
濃
度
で
貯
蔵

が
可
能
。
そ
の
親
油
性
に
着

目
し
、
界
面
活
性
剤
を
利
用

し
な
い
新
規
乳
剤
の
分
散
安

定
化
を
検
討
し
、
そ
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
試

み
た
。

　「
受
賞
で
き
て
光
栄
で

す
。
小
浦
先
生
ら
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
ま
す
」

●
山
野　
　

凌
さ
ん

　「
光
触
媒
を
用
い
た
バ
イ

オ
エ
ア
ロ
ゾ
ル
処
理
装
置
の

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
仮
想

現
実
的
技
術
を
駆
使
し
て
電

気
機
器
の
研
究
を
進
め
る
山

崎
克
巳
教
授
の
研
究
室
で
、

大
岩
弘
明
さ
ん
（
電
気
電
子

工
学
専
攻
修
士
２
年

写
真

上
）
と
島
田
晃
汰
さ
ん
（
同

１
年

同
下
）
の
２
人
が
優

秀
論
文
発
表
賞
を
受
賞
し

た
。
対
象
論
文
は
電
気
学
会

の
２
０
２
１
年
の
研
究
会
・

産
業
応
用
部
門
大
会
（
オ
ン

ラ
イ
ン
発
表
）
で
発
表
し
た

も
の
。
２
月
17
日
付
で
賞
状

が
届
い
た
。
２
人
の
論
文
テ

ー
マ
と
受
賞
の
感
想
は
次
の

通
り
。

●
大
岩　

弘
明
さ
ん

　
本
部
表
彰
「
永
久
磁
石
同

期
電
動
機
に
お
け
る
ト
ル
ク

リ
プ
ル
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

関
す
る
検
討
｜
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
Ｍ

と
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
Ｍ
の
相
違
｜
」

　
永
久
磁
石
同
期
電
動
機
の

ト
ル
ク
リ
プ
ル
（
ト
ル
ク
の

脈
動
）
を
、
ギ
ャ
ッ
プ
磁
束

密
度
の
高
調
波
の
成
分
か
ら

算
出
し
た
式
と
電
磁
界
解
析

を
用
い
て
、
表
面
磁
石
形

（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
Ｍ
）
と
埋
込
磁

石
形
（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
Ｓ
Ｍ
）
の
ト

ル
ク
リ
プ
ル
発
生
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
相
違
を
考
察
し
、
Ｉ
Ｐ

Ｍ
Ｓ
Ｍ
の
特
性
が
更
に
改
善

す
る
よ
う
検
討
し
た
。

　「
３
年
間
、
山
崎
教
授
の

指
導
を
い
た
だ
け
、
研
究
メ

ン
バ
ー
と
協
力
し
合
い
、
結

果
を
残
せ
た
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
」

●
島
田　

晃
汰
さ
ん

　
部
門
表
彰
「
誘
導
電
動
機

の
ト
ル
ク
リ
プ
ル
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
解
明
に
関
す
る
検
討

｜
同
期
電
動
機
と
の
相
違

｜
」

　
電
磁
界
解
析
技
術
で
、
誘

導
電
動
機
の
ト
ル
ク
リ
プ
ル

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
研

究
。
誘
導
電
動
機
に
は
固
定

子
と
回
転
子
に
導
体
を
通
す

た
め
の
ス
ロ
ッ
ト
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
ス
ロ
ッ
ト
数
に

よ
り
ト
ル
ク
リ
プ
ル
が
大
き

く
変
化
す
る
。
そ
こ
で
回
転

子
ス
ロ
ッ
ト
数
の
変
更
や
同

期
電
動
機
と
の
比
較
を
行
い

ト
ル
ク
リ
プ
ル
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
解
明
を
図
っ
た
。

　「（
受
賞
に
）
驚
き
、
頑
張

っ
て
研
究
を
進
め
て
き
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

発
表
資
料
は
相
手
に
伝
わ
り

や
す
い
よ
う
、
山
崎
先
生
の

助
言
で
何
度
も
作
り
直
し
ま

し
た
」

２
人
が
優
秀
論
文
発
表
賞

■　

電
気
学
会　

大
岩
さ
ん
、島
田
さ
ん

　
材
料
技
術
研
究
協
会
の
２

０
２
１
年
度
討
論
会
は
昨
年

12
月
２
、
３
日
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
か
れ
、
橋
本
忠
樹
さ

ん
（
応
用
化
学
専
攻
修
士
２

年
、
橋
本
和
明
・
柴
田
裕
史

研
究
室
）」
▽
大
澤
朗
人
さ

ん 

（
同
）
▽
加
藤
優
志
さ
ん

（
同
、
小
浦
節
子
研
究
室
）

▽
山
野
凌
さ
ん
（
応
用
化
学

科
４
年
、
同
）
の
４
人
が
優

秀
口
頭
講
演
賞
に
。
ま
た
、

佐
藤
柊

し
ゅ
う

哉や

さ
ん
（
応
用
化

学
専
攻
修
士
２
年
、
同
）
▽

小
井
出
涼
太
さ
ん
（
同
１

年
、
同
）
の
２
人
が
ゴ
ー
ル

ド
ポ
ス
タ
ー
賞
に
決
ま
っ

た
。
２
月
８
日
ま
で
に
賞
状

が
届
い
た
。

　
発
表
テ
ー
マ
と
受
賞
の
感

想
は
次
の
通
り
。

●
橋
本　

忠
樹
さ
ん

　「
六
角
板
状
酸
化
亜
鉛
ヤ

ヌ
ス
微
粒
子
を
用
い
た
微
粒

子
担
持
薄
膜
の
調
製
」

　
微
粒
子
の
基
板
表
面
へ
の

吸
着
挙
動
を
制
御
す
る
こ
と

で
、
薄
膜
の
物
性
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
微

小
な
変
化
が
結
果
に
及
ぼ
す

影
響
を
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
よ
う
心
が
け
た
。

　「
４
月
か
ら
社
会
人
に
な

る
に
あ
た
っ
て
、
評
価
さ
れ

る
こ
と
の
重
み
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
」

●
大
澤　

朗
人
さ
ん

　「
複
合
有
機
テ
ン
プ
レ
ー

ト
法
に
よ
る
チ
タ
ニ
ア
／
リ

ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
複
合
粒
子

の
調
製
」

　
形
態
制
御
が
困
難
な
球
状

多
孔
質
粒
子
を
合
成
す
る
上

で
、
研
究
室
が
新
た
に
提
案

し
て
い
る
複
合
有
機
テ
ン
プ

レ
ー
ト
法
（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
法
）
を

応
用
化
学

６
人
が
受
賞

　

◇
横
井
特
別
教
授

　
令
和
３
年
度
特
別
公
開
講

座
の
第
２
回
講
座
が
１
月
23

日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ

れ
た
。
演
題
は
「
中
国
を
め

ぐ
る
内
外
情
勢
と
今
後
の
日

中
関
係
」。

　
前
中
国
特
命
全
権
大
使
で

本
学
特
別
教
授
の
横
井
裕
氏

写
真

が
講
演
し
、「
日

米
中
の
関
係
は
、
今
夏
の
日

本
の
参
院
選
挙
、
今
秋
の
中

国
の
第
20
回
党
大
会
と
米
国

の
中
間
選
挙
が
ど
う
な
る
か

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
く

る
。
目
が
離
せ
な
い
状
況
」

と
述
べ
、
各
国
の
政
治
情
勢

を
見
極
め
る
重
要
性
を

説
い
た
。

　
ま
た
、「
コ
ロ
ナ
禍

と
中
国
内
政
」
に
つ
い

て
、「
中
国
当
局
は
全

人
代
な
ど
政
治
日
程
も

あ
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
の

初
動
が
遅
れ
た
が
、
そ

の
後
、
都
市
封
鎖
と
い

う
厳
格
な
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を

行
っ
た
。
２
０
２
０
年
の
経

済
成
長
は
世
界
で
唯
一
プ
ラ

ス
成
長
を
達
成
し
、
徹
底
し

た
制
圧
作
戦
と
経
済
正
常
化

で
習
近
平
体
制
へ
の
支
持
が

高
ま
っ
て
い
る
」
と
し
た
。

　
日
米
中
の
関
係
に
つ
い
て

は
「
１
９
７
０
年
代
に
米
中

関
係
が
改
善
。
そ
の
流
れ
で

日
本
は
中
国
と
国
交
正
常
化

し
た
。
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関

係
は
主
に
米
国
の
対
中
政
策

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
、
日
中

関
係
も
大
き
な
影
響
を
受
け

る
」
と
分
析
。「
現
在
米
国

は
50
年
ぶ
り
に
対
中
戦
略
を

変
更
す
る
局
面
に
あ
る
」
と

の
考
え
を
強
調
し
た
。

　
◇
岩
村
特
別
教
授

　
１
月
30
日
に
は
、
シ
リ
ー

ズ
最
後
と
な
る
第
３
回
講
座

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

た
。
演
題
は
「
人
材
育
成
の

本
質
｜
自
衛
隊
の
人
材
育
成

を
例
と
し
て
｜
」。

　
元
陸
上
自
衛
隊
第
９
師
団

長
で
本
学
特
別
教
授
の
岩
村

公
史
氏

写
真

が
講
演

し
、「
人
材
育
成
と
は
指
揮

官
（
管
理
者
）
が
行
う
部
下

（
若
手
）
へ
の
全
人
格
的
教

育
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
述

べ
た
。

　
岩
村
特
別
教
授
は
ま
ず
、

人
材
育
成
に
必
要
な
要
素

と
し
て
、「
決
断
、
覚
悟
、

運
」
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
、
自
ら
の
陸
上
自
衛

隊
で
の
経
験
を
交
え
な
が
ら

解
説
。「
困
難
を
与
え
て
質

的
な
変
化
を
起
こ
す
。
困
難

を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
能

力
を
突
出
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。」
と
力
説
し
た
。

　
そ
の
上
で
「
人
材
育
成
と

は
教
え
て
知
識
を
つ
け
さ
せ

る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

の
人
自
身
を
変
化
さ
せ

る
こ
と
。
ま
ず
、
得
意

分
野
を
徹
底
的
に
伸
ば

す
こ
と
が
大
事
だ
。
角

を
持
っ
た
ま
ま
丸
く
な

り
な
さ
い
」
と
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

■　

公
開
講
座

第
２
、第
３
回
開
く

橋本さん

加藤さん

山野さん

小井出さん

■　

材
料
技
術
の
討
論
会

「
中
国
を
め
ぐ
っ
て
」「
人
材
育
成
と
は
」

島田さん

大岩さん

★
ゴ
ー
ル
ド
ポ
ス
タ
ー
賞

●

佐
藤　

柊
哉
さ
ん

　「
電
気
泳
動
電
着
に
お
け

る
浴
条
件
が
及
ぼ
す
酸
化
セ

リ
ウ
ム
膜
へ
の
影
響
」

　
腐
食
防
止
や
光
学
効
果
が

期
待
で
き
る
機
能
性
薄
膜
だ

が
、
ち
密
で
滑
ら
か
な
酸
化

セ
リ
ウ
ム
膜
の
作
成
例
が
な

い
。
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
な
酸

化
物
、
溶
媒
、
支
持
電
解
質

を
用
い
て
電
気
泳
動
電
着
を

試
み
、
陽
極
に
上
質
な
酸
化

セ
リ
ウ
ム
膜
を
製
膜
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
。

　「
修
士
課
程
の
集
大
成
の

発
表
で
受
賞
で
き
、
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
３
年
間
、
本

当
に
恵
ま
れ
た
研
究
環
境
で

し
た
」

●

小
井
出

涼
太
さ
ん

　「
Ｃ
Ｖ
Ｄ
グ
ラ
フ
ェ
ン
の

転
写
法
の
検
討
」

　
半
導
体
の
基
と
な
る
ｎ
型

グ
ラ
フ
ェ
ン
の
作
製
に
つ
い

て
、
グ
ラ
フ
ェ
ン
に
電
子
を

与
え
る
際
、
ア
ル
カ
リ
金
属

を
浸
漬
で
添
加
し
て
い
る

が
、
超
音
波
を
用
い
る
と
膜

と
基
板
の
密
着
性
、
電
気
特

性
が
向
上
し
た
。

　「
グ
ラ
フ
ェ
ン
は
測
定
が

困
難
で
、
企
業
や
研
究
所
の

人
々
と
研
究
を
進
め
ま
し

た
。
結
果
に
満
足
せ
ず
、
さ

ら
に
研
究
を
進
め
ま
す
」

大澤さん

佐藤さん



No.660５ NEWS  C I T　　　　2022. 3. 15

建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

千葉工大の今後のご発展と、
教職員の皆様のご健勝とご多
幸を、そして、学生の皆様の
今後のご活躍を心よりお祈り
しております。これまで本当
にありがとうございました！

澁
谷　

和
郎
（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

 工大あってこそのわが人生。
 深謝！

赤
澤　

元
務
（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
教
授
）

魅力は多面的に存在します。
笑顔で前向きな人は魅力的で
す。

尾
上　

薫
（
応
用
化
学
科
・
教
授
）

教
員（

教
員（
1010
人
）
人
）

  ありがとうございました。

西
田　

保
幸
（
電
気
電
子
工
学
科
・
教
授
）

企業から大学に来て、多くの
若者と接する機会は新鮮でし
た。
     頑張れ！千葉工大
     ファイトー・オー！

山
本　

秀
和
（
電
気
電
子
工
学
科
・
教
授
）

長いようであっという間の15
年でした。やりがいと意義を感
じられる幸せな教員生活でし
た。多くの方々に支援していた
だいて楽しく過ごすことがで
きました。ありがとうございま
した。

山
口　

佳
和
（
経
営
情
報
科
学
科
・
教
授
）

   がんばれ、千葉工大生！
   The　Future　Is　Now!

有
井　

奈
保
子
（
教
育
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
）

  ありがとうございました。

小
浦　

節
子
（
応
用
化
学
科
・
教
授
）

四半世紀以上にわたり本学で
音響研究を続けられましたの
は、皆様のおかげであり深く
感謝いたします。これからも
伝統を守り、益々のご発展を
お祈りします。

矢
野　

博
夫
（
情
報
工
学
科
・
教
授
）

多くの先生方に接し、貴重な体
験をさせていただきました。あ
りがとうございました。

鎌
田　

行
雄
（
事
務
職
員
・
総
務
部
）

長
田　

龍
介
（
技
術
係
長
・
研
究
支
援
担
当
）

Even if elderly person 
never die,he certainly fade 
away.
どうもありがとうございまし
た。

金
子　

満
男
（
事
務
職
員
・
総
務
部
）

稲
葉　

祐
一
（
事
務
職
員
・
法
人
事
務
局
）

大変お世話になりました。あり
がとうございました。

坂
本　

正
夫
（
警
備
員
・
総
務
担
当
）

長い間ありがとうございまし
た。千葉工大の益々の発展と
皆様のご活躍をお祈りいたし
ます。

近
藤　

誠
（
事
務
職
員
・
法
人
事
務
局
）

充実した11年間を過ごさせて
いただきありがとうございま
した。すべての方に感謝

関
根　

保
宏
（
用
務
員
・
施
設
担
当
）

     みなさんお元気で！

村
上　

吉
信
（
事
務
職
員
・
総
務
部
）

充実した日々を過ごすことが
できました。
多くの皆様に大変お世話にな
り、感謝しております。

井
上　

明
也
（
経
営
情
報
科
学
科
・
教
授
）

　        『和』
（昭和から令和へつなぐ）

布
施　

富
士
子
（
副
グ
ル
ー
プ
長
・
学
務
担
当
）

職
員（
９
人
）

職
員（
９
人
）

　  読む・学ぶ・発見する
学部生時代に諸先生方が、板
書して下さった講義ノートを
繰り返し読み、自らが問いを
発して考え、発見ないし探求
する努力に精進して下さい。   
         温故知新

素晴らしい環境の中で勤務す
ることができ、心から感謝申
し上げますとともに千葉工大
の益々のご発展をお祈りいた
します。誠にありがとうござ
いました。

　
化
学
工
学
の
21
人
が
共
同

執
筆
。
最
近
の
フ
ァ
イ
ン
バ

ブ
ル
情
報
を
引
用
し
な
が
ら

発
生
技
術
、
評
価
・
解
析
方

法
、
応
用
事
例
を
全
20
章
に

分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。

　
本
学
応
用
化
学
科
の
尾
上

薫
教
授
が
「
第
17
章
フ
ァ
イ

ン
バ
ブ
ル
反
応
場
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
付
与
の
応
用
」、
矢

沢
勇
樹
准
教
授
が
「
第
18
章

オ
ゾ
ン
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
を

用
い
た
海
水
資
源
回
収
」
を

執
筆
し
て
い
る
。

出出 版版フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
活
用
の
ア
イ
デ
ア

著
者

化
学
工
学
会
関
東
支
部
編
、
化
学
工

学
／
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
学
会
連
合
著

発
行

化
学
工
学
会

価
格

３
４
５
０
円
（
税
込
み
）

最
近
の
化
学
工
学
70

尾上教授

進
化
す
る
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
技
術
と

 ３月に定年を迎えられた教職員の

皆さんを紹介します。大学と学生た

ちに、思い出と励ましの言葉を残し

てくださいました。 （敬称略）

定年退職の皆さん

応
用
展
開

矢沢准教授
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Ｉ
）
技
術
に
つ
な
が
り
、
低

消
費
電
力
化
で
脱
炭
素
へ
の

貢
献
も
期
待
さ
れ
る
。
成
果

は
米
国
に
本
部
を
置
く
電
気

・
情
報
工
学
分
野
の
世
界
的

団
体
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
の
査
読
付
き

学
術
誌
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
ア
ク
セ
ス

に
掲
載
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
外
界
の
ノ

イ
ズ
を
利
用
し
た
確
率
共
鳴

に
基
づ
く
低
消
費
電
力
メ
モ

リ
デ
バ
イ
ス
機
構
は
提
案
さ

　
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
総
務
担
当
を
引

き
受
け
て
か
ら
８
年
ほ
ど
経

過
し
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
古
株
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
引
継
ぎ

の
時
期
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
初
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
活
動
を
よ
く

理
解
せ
ず
に
参
加
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
学
生
の
た
め

に
い
ろ
い
ろ
と
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
活
動
を
進
め
て

き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
諸
先
輩

方
の
努
力
に
よ
っ
て
達
成
さ

れ
て
き
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
私
に
と
り
ま
し
て
は
、

大
学
教
育
の
重
要
な
一
側
面

を
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｐ
Ａ

活
動
は
、
通
常
で
は
見
え
に

く
い
内
容
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
設
立
の
主
旨
か
ら

考
え
て
み
ま
す
と
、
学
生
の

た
め
に
な
っ
て
い
る
の
で
す

か
ら
、
そ
れ
で
良
い
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
、
日
々
の

学
生
の
学
び
や
生
活
は
ま
だ

ま
だ
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
く
通
常
に
戻

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
難
し
い
時

こ
そ
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
活
動
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
新
し
い
活
動

内
容
を
増
や
し
つ
つ
、
学
生

の
大
学
生
活
が
充
実
し
た
も

の
に
な
る
よ
う
、
支
援
し
て

い
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
科
学
科

　
　
　
　
　
　
白
石
　
光
昭

　
本
学
の
学
位
記
授
与
式
を

迎
え
る
前
に
、
娘
の
中
学
校

の
卒
業
式
に
参
列
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
今

年
の
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
は

２
年
前
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
が
広
が
り
始
め
た
時
期
に

学
生
生
活
を
過
ご
し
て
い

る
。

　
自
宅
学
習
を
強
い
ら
れ
、

課
外
学
習
や
文
化
祭
な
ど
も

中
止
、
学
年
が
上
が
り
制
限

が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、

最
後
の
最
後
ま
で
い
ろ
い
ろ

な
行
事
に
影
響
が
出
て
お

り
、
楽
し
い
こ
と
の
多
く
を

我
慢
し
て
過
ご
し
た
と
思
う

と
、
と
て
も
切
な
い
。
そ
れ

で
も
卒
業
式
で
先
生
方
が
準

備
し
て
く
れ
た
、
日
々
の
様

子
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド
上

映
で
、
登
場
回
数
が
多
い
娘

の
姿
を
確
認
で
き
、
積
極
的

に
学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
い

た
の
だ
な
と
ホ
ッ
と
し
た
。

　
こ
の
学
報
「
ニ
ュ
ー
ス
Ｃ

Ｉ
Ｔ
」
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ

た
ご
父
兄
の
方
か
ら
「
息
子

が
楽
し
ん
で
学
業
に
励
ん
で

い
る
様
子
が
わ
か
っ
て
、
親

ば
か
と
思
い
つ
つ
御
礼
の
手

紙
を
出
し
た
次
第
で
す
」
と

お
便
り
を
い
た
だ
い
た
。
保

護
者
の
皆
様
に
、
す
べ
て
の

学
生
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と

は
難
し
い
け
れ
ど
、
令
和
４

年
度
も
奮
闘
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
早
い
も
の
で
２
０
２
２
年

も
３
月
が
経
ち
ま
し
た
。
17

年
に
入
職
し
て
か
ら
新
習
志

野
教
学
セ
ン
タ
ー
所
属
で
し

た
が
、
昨
年
10
月
に
就
職
・

進
路
支
援
部
へ
部
署
異
動
に

な
り
、
早
く
も
半
年
ほ
ど
経

過
し
ま
し
た
。
新
習
志
野
に

い
た
時
に
は
主
に
１
・
２
年

生
の
相
手
を
す
る
こ
と
が
メ

イ
ン
で
し
た
が
津
田
沼
で
は

３
・
４
年
生
の
相
手
が
メ
イ

ン
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め

数
年
前
に
、
新
習
志
野
の
窓

口
で
見
か
け
た
こ
と
が
あ
る

学
生
を
津
田
沼
で
見
る
こ
と

も
あ
り
、
感
慨
深
く
も
あ
り

ま
す
。
特
に
窓
口
へ
何
度
も

来
る
学
生
は
印
象
深
く
残
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
最

近
、
大
学
時
代
の
同
期
と
再

会
し
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ

が
学
内
で
行
わ
れ
る
就
活
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
企
業
の
一
員

と
し
て
で
し
た
の
で
、
こ
の

よ
う
な
偶
然
が
あ
る
の
か
と

驚
い
た
も
の
で
す
。
私
と
そ

の
同
期
と
は
学
部
学
科
は
異

な
る
の
で
す
が
学
生
寮
時
代

に
同
じ
棟
で
４
年
間
過
ご
し

た
仲
で
あ
り
、
短
い
時
間
で

し
た
が
学
生
時
代
、
特
に
寮

生
活
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
状
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は

人
と
直
接
会
う
機
会
は
か
な

り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
後
も
こ
う
い
っ

た
縁
は
大
切
に
し
た
い
も
の

で
す
。

就
職
・
進
路
支
援
部

　
　
　
　
　
　
川
畑
　
仁
嗣

４月１日（金）～８日（金）新入生ガイダンス、５日（火）入学式、11日（月）授業開始

諸も

ろ

隈く

ま

智と

も

貴き

（
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー

主
席
研
究
員
）

　
ま
だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ

ら
け
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
続

け
て
き
た
研
究
を
発
展
さ
せ

つ
つ
も
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い

こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

新
任
紹
介

（敬称略）

　
先
進
工
学
部
教
育
セ
ン
タ

ー
の
南
澤
麿
優
覽
准
教
授
を

中
心
に
佐
藤
佑
真
さ
ん
（
生

命
科
学
専
攻
修
士
２
年
）、

生
命
科
学
科
の
坂
本
泰
一
教

授
、
河
合
剛
太
教
授
、
先
進

工
学
部
教
育
セ
ン
タ
ー
の
谷

合
哲
行
准
教
授
と
㈱
ｉ
ー

ｏ

ｎ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
３
月

２
日
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

（
Ａ
Ｄ
）
の
進
行
が
、
モ
デ

ル
マ
ウ
ス
に
よ
る
実
験
で
、

疲
労
回
復
作
用
の
あ
る
ア
ミ

ノ
酸
の
１
つ
・
Ｌ-
ア
ル
ギ

ニ
ン
と
、
柑か

ん

橘き
つ

類
に
含
ま
れ

る
リ
モ
ノ
イ
ド
の
投
与
に
よ

り
抑
制
さ
れ

る
こ
と
を
発

見
。
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明

し
た
と
発
表

し
た
。

　
予
防
や
治

療
へ
の
応
用

に
つ
な
が
る

と

期

待

さ

れ
、
成
果
は

医
学
学
術
雑

誌
ラ
イ
フ
に

昨
年
12
月
27
日
付
で
掲
載
さ

れ
た
。

　
南
澤
准
教
授
ら
は
、
理
化

学
研
究
所
脳
神
経
科
学
研
究

セ
ン
タ
ー
が
作
製
し
た
ヒ
ト

Ａ
Ｄ
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を
使
い

本
学
内
で
実
験
。
マ
ウ
ス
の

腸
内
細
菌
叢
の
働
き
が
低
下

す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｄ
の
病

態
が
進
行
す
る
新
規
病
態
を

発
見
し
た
。

　
そ
こ
で
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
に

Ｌ-

ア
ル
ギ
ニ
ン
と
ユ
ズ
種

子
か
ら
抽
出
し
た
リ
モ
ノ
イ

ド
を
投
与
す
る
と
、
腸
内
細

菌
叢
の
多
様
な
働
き
が
維
持

さ
れ
、
Ａ
Ｄ
が
進
行
し
な
い

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
と

い
う
。

　
神
経
変
性
疾
患
の
患
者
に

は
、
腸
内
細
菌
叢
の
変
調
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
南
澤

准
教
授
ら
は
こ
れ
ま
で
に
、

視
床
の
神
経
症
状
で
死
亡
す

る
治
療
法
の
な
い
サ
ン
ド
ホ

フ
病
（
Ｓ
Ｄ
）
の
病
態
を
ヒ

ト
Ｓ
Ｄ
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
脳

と
腸
で
観
察
。
リ
モ
ノ
イ
ド

投
与
で
腸
内
細
菌
叢
の
多
様

性
を
回
復
さ
せ
た
経
緯
が
あ

る
。

　
今
回
、
脳
と
腸
の
つ
な
が

り
を
解
明
す
る
中
で
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
腸
内
細
菌

叢
の
新
規
病
態
と
投
与
効
果

を
発
見
し
た
。

　
脳
機
能
の
多
く
は
、
加
齢

で
衰
え
て
い
く
が
、
本
学
の

の
安
藤
桃
さ
ん
（
情
報
科
学

専
攻
修
士
２
年
）
と
信
川
創

・
情
報
工
学
科
准
教
授
、
金

沢
大
の
チ
ー
ム
は
２
月
15

日
、
加
齢
に
特
異
的
な
脳
波

の
時
系
列
パ
タ
ー
ン
を
、
複

数
の
複
雑
性
指
標
と
機
能
的

結
合
と
呼
ば
れ
る
神
経
活
動

の
同
期
性
指
標
を
組
み
合
わ

せ
て
特
定
し
た
。
さ
ら
に
機

械
学
習
さ
せ
て
、
高
い
精
度

で
加
齢
に
伴
う
神
経
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
変
質
を
推
定
す
る

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
計
算
手

順
）
を
開
発
し
た
と
発
表
し

た
。

　
成
果
は
、
神
経
科
学
分
野

で
世
界
的
に
引
用
さ
れ
る
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
ズ
・
イ
ン
・
エ

イ
ジ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
ロ
サ
イ

エ
ン
ス
誌
に
２
月
４
日
付
で

掲
載
さ
れ
た
。

　
神
経
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
変

質
は
、
加
齢
だ
け
で
な
く
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
老

齢
性
精
神
疾
患
で
も
広
く
観

測
さ
れ
る
。
今
回
提
案
し
た

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
駆
使
す
る

こ
と
で
、
超
高
齢
社
会
の
到

来
へ
向
け
た
認
知
機
能
の
低

下
の
診
断
補
助
と
な
る
指
標

の
確
立
に
寄
与
す
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。

脳
波
で
加
齢
効
果
を
推
定

■

安
藤
さ
ん
ら
解
析
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
開
発

　
情
報
伝
達
の
デ
ー
タ
量
が

世
界
で
驚
異
的
に
増
大
す
る

中
で
、
情
報
工
学
科
の
信
川

創
准
教
授

写
真

と
東
邦

大
、
兵
庫
県
立
大
、
中
部

大
、
福
井
工
業
大
の
チ
ー
ム

は
２
月
15
日
、
カ
オ
ス
共
鳴

を
利
用
す
る
こ
と
で
メ
モ
リ

デ
バ
イ
ス
へ
の
情
報
伝
送
に

か
か
る
消
費
電
力
を
飛
躍
的

に
削
減
で
き
る
機
構
を
開
発

し
た
と
発
表
し
た
。

　
多
量
の
デ
ー
タ
活
用
や
よ

り
高
度
な
人
工
知
能
（
Ａ

情報伝送

カ
オ
ス
共
鳴
で
電
力
削
減

■　

信
川
准
教
授
ら
開
発

　「
情
報
科
目
共
通
必
修
化

に
伴
う
課
題
と
高
大
連
携
の

可
能
性
｜
情
報
デ
ザ
イ
ン
を

通
し
て
考
え
る
」
と
題
し
た

本
学
の
高
校
教
諭
向
け
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
が
１
月
25

日
、
初
開
催
さ
れ
た
。

　
人
と
モ
ノ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
そ
の
手
段

が
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
革

し
て
い
る
今
、
課
題
を
主
導

的
に
解
決
で
き
る
創
造
型
人

材
が
求
め
ら
れ
る
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
高
校
の
必
修
科
目

「
情
報
」
の
意
味
や
、
大
学

の
情
報
教
育
、
社
会
で
今
後

必
要
と
さ
れ
る
情
報
技
術
と

知
識
に
つ
い
て
論
議
し
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
長

尾
徹
・
副
学
長
（
デ
ザ
イ
ン

科
学
科
教
授
）
が
務
め
、
パ

ネ
リ
ス
ト
に
信
川
創
・
情
報

工
学
科
准
教
授
、
稲
坂
晃
義

・
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
准
教

授
、
小
早
川
真
衣
子
・
知
能

メ
デ
ィ
ア
工
学
科
助
教
の
３

人
が
参
加
。

　
長
尾
副
学
長
は
「
テ
ー
マ

は
、
言
い
換
え
れ
ば
デ
ジ
タ

ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
Ｚ
世
代

（
20
代
後
半
〜
10
代
半
ば
）

を
ど
う
教
育
す
る
か
と
い
う

こ
と
」。
そ
の
上
で
「
情
報

Ｉ
」
の
科
目
内
容
と
、
大
学

の
授
業
内
容
と
の
関
連
性
を

解
説
し
た
。

　
情
報
科
目
は
学
習
要
領
で

は
「
情
報
Ｉ
と
Ⅱ
の
学
習
を

総
合
し
、
進
化
さ
せ
、
問
題

の
発
見
、
解
決
に
取
り
組

み
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
情
報
と

情
報
技
術
を
ど
の
よ
う
に
活

用
す
る
か
が
高
校
で
も
求
め

ら
れ
て
く
る
」（
長
尾
副
学

長
）、「（
学
習
要
領
の
内
容

に
）
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
さ
れ

た
学
生
が
大
学
に
来
れ
ば
、

地
域
に
出
て
い
き
『
子
ど
も

食
堂
』
な
ど
実
践
に
取
り
組

み
た
い
」（
小
早
川
助
教
）、

「
デ
ー
タ
を
み
る
基
礎
的
な

部
分
は
高
校
で
理
解
で
き
る

よ
う
に
し
て
も
ら
っ
て
、
応

用
は
大
学
で
」（
稲
坂
准
教

授
）、「
科
学
的
に
自
分
の
主

張
を
展
開
す
る
技
術
が
必
要

だ
」（
信
川
准
教
授
）
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
長
尾
副
学
長
は

「
リ
テ
ラ
シ
ー
（
理
解
し
読

み
書
き
す
る
能
力
）
に
必
要

な
思
考
力
や
課
題
解
決
方
法

は
一
つ
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
が
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と
が

情
報
教
育
に
と
っ
て
重
要
」

と
し
て
、
情
報
教
育
の
高
大

連
携
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
考
え
を
示
し
た
。

情
報
教
育
で
高
大
連
携
を

■

高
校
教
諭
セ
ミ
ナ
ー　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

アルツハイマー病を
ユズ成分などが抑制
■　南澤准教授チーム 発見

れ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
カ
オ
ス
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
内
部
の
ゆ
ら

ぎ
で
も
確
率
共
鳴
と
似
た
応

答
性
の
増
強
現
象
が
生
じ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
カ
オ
ス
共
鳴
を
使
う
と
、

メ
モ
リ
デ
バ
イ
ス
機
構
は
、

さ
ら
に
10
分
の
１
程
度
の
信

号
強
度
で
も
情
報
が
保
存
で

き
る
と
い
う
。

南澤准教授（右から4人目）と研究室で
活動する生命科学専攻・生命科学科(坂
本研・黒崎研）の学生たち

長尾副学長

稲坂准教授

小早川助教

信川准教授


